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● 

臨
時
総
代
会

令
和
２
年
度
第
３
回
臨
時
総
代
会
が

令
和
３
年
３
月
19
日
㈮
、
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ

ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
で
開
催
さ
れ
、
総
代

73
名
（
う
ち
書
面
に
よ
る
出
席
29
名
）

が
出
席
し
ま
し
た
。

宇
佐
市
の
藤
井
悦
夫
総
代
が
議
長
に

選
任
さ
れ
慎
重
な
議
論
の
結
果
、
全
６

議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

阿
部
順
治
組
合
長
挨
拶
要
旨

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い

て
は
、
大
分
県
で
感
染
者
少
数
の
日
が

続
い
て
い
る
も
の
の
、
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
本
総
代
会
で
は
重
要
案
件

で
あ
る
「
役
員
定
数
の
見
直
し
」
に
関

す
る
定
款
変
更
等
に
つ
い
て
、
総
代
各

位
の
ご
理
解
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
組
合
業
務
並
び
に
事
業
計
画

の
進
捗
状
況
は
順
調
に
推
移
し
て
お

り
、
事
業
計
画
に
対
し
1
0
2
％
の
達

成
を
見
込
み
、
予
定
額
か
ら
の
増
加
は

1
2
2
億
円
と
予
想
し
て
い
る
こ
と
を

報
告
し
ま
す
。

令
和
̎
年
度
第
３
回
臨
時
総
代
会
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定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●  

理
事
の
定
数
を
現
行
16
名
体
制
か
ら
８
名
体
制
に
変

更
す
る
。

●  

監
事
の
定
数
は
現
行
の
３
名
体
制
を
維
持
す
る
。

第
２
号
議
案 

事
業
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

 

「
農
作
物
掛
金
率
等
一
覧
表
の
備
置
き
及
び
閲
覧
」
に

係
る
規
定
に
お
い
て
、
組
合
員
の
氏
名
又
は
名
称
及
び

住
所
を
記
載
す
る
旨
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
当
該
個
人

情
報
を
一
覧
表
記
載
か
ら
削
除
す
る
。

第
３
号
議
案  

令
和
２
年
度
事
業
計
画（
業
務
収

支
予
算
）の一部
変
更
に
つ
い
て

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
に
よ

り
、
予
算
と
執
行
額
の
大
き
く
乖
離
し
た
科
目
及
び
業

務
引
当
金
引
当
計
画
の
見
直
し
に
係
る
引
当
金
の
予
算

額
を
変
更
す
る
。

第
４
号
議
案  

職
員
給
与
規
則
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

第
５
号
議
案  

令
和
３
年
度
事
務
費
賦
課
金
の

額
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て

第
６
号
議
案  

園
芸
施
設
共
済
に
係
る
危
険
段
階

別
共
済
掛
金
率
の
設
定
に
つ
い
て

※ 

概
要
・
公
表
事
項
に
つ
い
て
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

阿部 順治 組合長理事議長に選任された藤井 悦夫 総代
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● 

共
済
の
お
知
ら
せ（
火
災
・
総
合
・
園
芸
施
設
）

　
建
物
共
済
に
加
入
し
て
い
る
物
件
か
ら
発
生
し
た
火
災
等
に
よ
り
、
第

三
者
の
所
有
す
る
も
の
に
被
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、お
支
払
い
し
ま
す
。

　
ハ
ウ
ス
本
体
（
鉄
骨
、
パ
イ
プ
部
分
）
や
被
覆
材
等
の
標
準
単
価
を
引
き
上
げ
ま
す
。

　
万
が
一
の
被
災
時
の
補
償
が
さ
ら
に
手
厚
く
な
り
ま
し
た
。台
風
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
前
に
、

ぜ
ひ
、
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
！

失
火
見
舞
費
用
共
済
金

建
物
共
済
全
加
入
者
を
対
象
に（
火
災
共
済
、総
合
共
済
）

共
済
金
の
支
払
が
拡
充
さ
れ
ま
す
！

拡
充

　
建
物
共
済
に
加
入
し
て
い
る
建
物
の
、
専
用
水
道
管
が
凍
結
に
よ
り
破

損
し
た
と
き
、
修
理
費
用
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

（
パ
ッ
キ
ン
グ
の
み
の
事
故
を
除
く
、
１
事
故
に
つ
き
10
万
円
が
限
度
）

水
道
管
凍
結
修
理
費
用
共
済
金

新
設

１
件
当
た
り
20
万
円

　
被
災
世
帯
数×

20
万
円

（
加
入
額
の
20
％
が
限
度
）

１
件
当
た
り
50
万
円

　
被
災
世
帯
数×

50
万
円

旧新

小
ね
ぎ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
で

学
ん
だ
後
、
ハ
ウ
ス
15
棟
で
小
ね
ぎ
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。

各
地
で
大
雪
被
害
が
続
く
中
、
私
の

ハ
ウ
ス
も
、
今
年
１
月
の
雪
害
で
１
棟

潰
れ
ま
し
た
。

ハ
ウ
ス
は
リ
ー
ス
の
た
め
、
復
旧
義

務
が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

に
連
絡
し
て
、
被
害
調
査
を
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
無
事
、
共
済
金
が
支
払
わ

れ
、
加
入
し
て
い
て
本
当
に
良
か
っ
た

と
感
じ
ま
し
た
。

復
旧
後
は
、
新
制
度
に
加
入
し
て
、

さ
ら
に
補
償
を
盤
石
に
し
よ
う
と
思
い

ま
す
。

東
部
支
所
管
内
　
Ｈ
さ
ん

被
害
を
受
け
た
加
入
者
の  

声

雪により被害を受けたハウス

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

園
芸
施
設
共
済
の

補
償
内
容
が
更
に
充
実
し
ま
す
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連載　４　　　なっとく水稲共済

● 

水
稲
共
済

04

令和３年産水稲を最後に、水稲共済の一筆方式は廃止されます。
NOSAIでは、全相殺方式や地域インデックス方式の加入をオススメしています。

一
筆
半
損
特
約
で

部
分
被
害
に
備
え
よ
う

補償内容

一筆半損特約 （全相殺方式や地域インデックス方式に付与）

例）複数耕地を耕作している農業者で、そのうち一筆だけに事故が発生した場合。

半損以上になった耕地がある場合、
５割減収とみなし、２割部分をお支払いします。

農家掛金 通常の掛金に、全相殺方式であれば２～５％程度、
地域インデックス方式であれば 16％程度の追加で選択できます。

ポ
イ
ン
ト

全相殺方式
農業者ごとに、計量データによる収穫量が基準収穫量の９割（選択）を下回った
場合に共済金を支払います。

地域インデックス方式
国が公表する市町村ごとの統計単収が基準単収の９割（選択）を下回った場合に
共済金を支払います。

全損の場合は？
全く収穫が見込めない耕地がある場合、各方式の支払基準に達しなくても、その
耕地について共済金を支払います。（一筆全損特例：すべての方式に標準付与）

※10ａ当たりの掛金は全相殺方式は個人、地域インデックス方式は市町村によって異なります。

７割～５割

250kg 250kg

減収
250kg

免責部分 150kg

補償部分 100kg ｝

事故
発生

一筆方式が廃止されたら、
一筆だけイノシシにやら
れた時の被害が補償され
なくなるんじゃないの？

全相殺方式や地域インデッ
クス方式に付与できる、一筆
半損特約を選択すれば、一筆
だけの被害でも共済金をお支
払いします。

※ 「半損以上」の判定は、
 評価員又は職員が
 行います。
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NOSAIおおいたの
農家支援サービスをご利用ください

動力噴霧機

購入経費の一部を補助します

● 対象薬剤（トリフルメゾピリム成分を
含むものに限る）

● 電気防護柵
● 電気柵バッテリー・電池
● 鉄線柵及び金網柵
● 防獣用ネット柵

①スクラム箱粒剤
②防人箱粒剤
③サンスパイク箱粒剤
④サンエース箱粒剤
⑤箱維新粒剤
⑥箱将軍粒剤
⑦ハコガード粒剤
⑧ホクコーフェルテラゼク

サロン箱粒剤
⑨ホクコービルダーフェル

テラゼクサロン粒剤

⑩フルスロットル箱粒剤
⑪アンコール箱粒剤
⑫ゼクサロンパディート

箱粒剤
⑬ブイゲットフェルテラ

ゼクサロンＬ粒剤
⑭ブ イ ゲ ッ ト ハ コ レ ン

ジャーＬ粒剤
⑮ブーンゼクテラ箱粒剤

● トタン柵
● 箱罠（免許取得者）
● くくり罠（免許取得者）

乗用溝切り機

お問い合わせはお近くの

（農業共済）へ

東 部 支 所 TEL.０９７８‐６３‐４４６６
中西部支所 TEL.０９７３‐７２‐３４０９
大分出張所 TEL.０９７‐５７６‐７４６１

南 部 支 所 TEL.０９７４‐２２‐３３３０
竹田出張所 TEL.０９７４‐６３‐２８２５
北 部 支 所 TEL.０９７８‐３２‐１３０７

● 

水
稲
損
害
防
止
事
業

ウンカ対策：箱苗施薬の購入経費を一部補助

ジャンボタニシ対策
登録薬剤の購入経費を一部補助

獣害対策：器具の購入経費を一部助成

補助・貸出条件 「水稲共済に加入」又は「収入保険へ移行」し組合員資格を有する方　等

無料貸し出し
しています

新設
※補助額は６月の通常総代会で決定。
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令和３年産水稲を最後に、水稲共済の一筆方式は廃止されます。
NOSAIでは、全相殺方式や地域インデックス方式の加入をオススメしています。

一
筆
半
損
特
約
で

部
分
被
害
に
備
え
よ
う

補償内容

一筆半損特約 （全相殺方式や地域インデックス方式に付与）

例）複数耕地を耕作している農業者で、そのうち一筆だけに事故が発生した場合。

半損以上になった耕地がある場合、
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農家掛金 通常の掛金に、全相殺方式であれば２～５％程度、
地域インデックス方式であれば 16％程度の追加で選択できます。

ポ
イ
ン
ト

全相殺方式
農業者ごとに、計量データによる収穫量が基準収穫量の９割（選択）を下回った
場合に共済金を支払います。

地域インデックス方式
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※10ａ当たりの掛金は全相殺方式は個人、地域インデックス方式は市町村によって異なります。

７割～５割

250kg 250kg

減収
250kg

免責部分 150kg

補償部分 100kg ｝

事故
発生

一筆方式が廃止されたら、
一筆だけイノシシにやら
れた時の被害が補償され
なくなるんじゃないの？

全相殺方式や地域インデッ
クス方式に付与できる、一筆
半損特約を選択すれば、一筆
だけの被害でも共済金をお支
払いします。

※ 「半損以上」の判定は、
 評価員又は職員が
 行います。
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NOSAIおおいたの
農家支援サービスをご利用ください
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● 箱罠（免許取得者）
● くくり罠（免許取得者）

乗用溝切り機

お問い合わせはお近くの

（農業共済）へ

東 部 支 所 TEL.０９７８‐６３‐４４６６
中西部支所 TEL.０９７３‐７２‐３４０９
大分出張所 TEL.０９７‐５７６‐７４６１

南 部 支 所 TEL.０９７４‐２２‐３３３０
竹田出張所 TEL.０９７４‐６３‐２８２５
北 部 支 所 TEL.０９７８‐３２‐１３０７
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ウンカ対策：箱苗施薬の購入経費を一部補助

ジャンボタニシ対策
登録薬剤の購入経費を一部補助

獣害対策：器具の購入経費を一部助成

補助・貸出条件 「水稲共済に加入」又は「収入保険へ移行」し組合員資格を有する方　等

無料貸し出し
しています

新設
※補助額は６月の通常総代会で決定。
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５
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１
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八坂　正史
総務部　総務課
課長補佐
経理

高野　伸治
組合長付参与

正木　良伸
参事
総括責任

荒金　重和
総務部長
総務部総括

角　　友徳
総務部

総務課長　兼　経営企画課長
全般

江藤　正隆
理事

（宇佐市）

監　
　

事

理　
　

事

佐藤　　茂
代表監事
（九重町）

三浦　 大
監事

（日出町）

三角　仁文
監事

（中津市）

大塚　惟敬
理事

（竹田市）

吉野　　清
理事

（竹田市）

髙瀬　義德
理事

（日田市）

栁井　正二
理事

（臼杵市）

森　　宗一
理事

（玖珠町）

役　
　

員
岩本　龍年
理事

（大分市）

阿部　順治
組合長理事
（杵築市）

山田　定男
副組合長理事
（佐伯市）

佐藤　友信
理事

（由布市）

本田　修二
理事

（国東市）

麻生　和紀
理事

（豊後大野市）

矢野　源平
理事

（豊後大野市）

三上　忠治
理事

（豊後高田市）

小座本　要
理事

（中津市）

野畑　佑昌
理事

（宇佐市）

足立　哲郎
総務部　総務課

主任
庶務・管理

木部　将次
総務部　総務課

主事
経理

広瀬　将人
総務部　経営企画課

係長
情報処理システム

三谷　知子
総務部　経営企画課

技師
情報処理システム

安藤　孝太
総務部　経営企画課

主事
研修・広報

橋本　竜次
事業部長

兼　収入保険課長
事業部総括

令
和
３
年
度 

職
員
お
よ
び
地
区
担
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お
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07 06※地区名は担当地区です。

猪原　康行
事業部　次長
兼　収穫共済課長

全般

衞藤　忠男
事業部　収穫共済課

主幹
収穫全般

後藤　祐司
事業部　収穫共済課

主任
収穫全般

白石　竜治
事業部　収入保険課

主幹
収入保険

大崎　真一郎
監査室
嘱託
内部監査

梅田　理菜
資産共済課　主事

任意
山香

安藤　貴徳
資産共済課
嘱託
国東

矢野　正幸
総務・収入保険課長

全般
玖珠・北山田

綾垣　耕太
総務・収入保険課　係長
庶務・収入保険・広報

日田②

麻生　正明
支所長
支所総括
日田②

松木　徹成
総務・収入保険課　嘱託
庶務・管理・収入保険

日田③

河津　勝治
収穫共済課長
全般
天瀬

中
西
部
支
所

☎
０
９
７
３
・
７
２
・
３
４
０
９

神﨑　美穂
事業部　収入保険課

係長
収入保険・果樹全般

増岡　紗希
事業部　収入保険課

主事
収入保険

吉良　公貴
事業部

資産共済課長
全般・園芸施設

穴井　浩史
事業部　収入保険課

嘱託
情報処理

松崎　和弘
事業部　資産共済課

課長補佐
任意全般

神﨑　弘和
事業部　資産共済課
課長補佐（獣医師）
家畜事故

日高　哲次郎
事業部

家畜診療所長（獣医師）
家畜全般

伊藤　由布子
事業部　資産共済課
主任（獣医師）
家畜引受

橋爪　　勉
事業部　資産共済課

嘱託
園芸施設

安藤　佳奈子
事業部　資産共済課

主事
農機具

中川　敏幸
監査室長

内部監査

河野　正幸
総務・収入保険課　主幹
庶務・経理・収入保険

国東

亀井　代志文
収穫共済課長
全般
山香

笠木　圭二
収穫共済課　課長補佐
農作物・畑作物

杵築

伊東　孝吉
支所長
支所総括
国見

井上　靖一
収穫共済課　課長補佐

果樹
国東

東
部
支
所

☎
０
９
７
８
・
６
３
・
４
４
６
６

中山　裕久
総務・収入保険課長

全般
日出

亀井　秀一
資産共済課　係長
任意全般
武蔵

細田　明寿
資産共済課　主事

家畜
杵築

甲斐　彩茂
資産共済課長
全般
安岐

平松　徹朗
資産共済課　係長
園芸施設
杵築

後藤　弘成
資産共済課　主事

家畜
山香

磯田　穣志
収穫共済課　係長
農作物・畑作物

別府

甲斐　愛琉
収穫共済課　主事
農作物・畑作物

大田

佐々木　範光
資産共済課　審査役
全般・家畜
安岐

監
査
室

大石　圭介
収穫共済課　係長
農作物・果樹・無人ヘリ

日田③

日野　裕充
収穫共済課　課長補佐
果樹・農作物
飯田・南山田

佐藤　一朝
収穫共済課　課長補佐
農作物・畑作物・無人ヘリ

森・八幡

志谷　慎一
収穫共済課　課長補佐
農作物・一般損防

日田①

太田　　彰
収穫共済課　係長
農作物・無人ヘリ・広報

森・八幡

右田　源一郎
収穫共済課　主事
農作物・畑作物・一般損防

森・八幡

塩手　美穂
収穫共済課　主事
農作物・畑作物・広報
玖珠・北山田

甲斐　達文
資産共済課長
全般

東飯田・野上
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理事

（宇佐市）

監　
　

事

理　
　

事
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三浦　 大
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監事

（中津市）
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経理

広瀬　将人
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総務部　経営企画課

主事
研修・広報

橋本　竜次
事業部長
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事業部総括
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主任（獣医師）
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橋爪　　勉
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安藤　佳奈子
事業部　資産共済課

主事
農機具

中川　敏幸
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内部監査

河野　正幸
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笠木　圭二
収穫共済課　課長補佐
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後藤　弘成
資産共済課　主事

家畜
山香

磯田　穣志
収穫共済課　係長
農作物・畑作物

別府

甲斐　愛琉
収穫共済課　主事
農作物・畑作物

大田

佐々木　範光
資産共済課　審査役
全般・家畜
安岐

監
査
室

大石　圭介
収穫共済課　係長
農作物・果樹・無人ヘリ

日田③

日野　裕充
収穫共済課　課長補佐
果樹・農作物
飯田・南山田

佐藤　一朝
収穫共済課　課長補佐
農作物・畑作物・無人ヘリ

森・八幡

志谷　慎一
収穫共済課　課長補佐
農作物・一般損防

日田①

太田　　彰
収穫共済課　係長
農作物・無人ヘリ・広報

森・八幡

右田　源一郎
収穫共済課　主事
農作物・畑作物・一般損防

森・八幡

塩手　美穂
収穫共済課　主事
農作物・畑作物・広報
玖珠・北山田

甲斐　達文
資産共済課長
全般

東飯田・野上
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※地区名は担当地区です。

三ヶ尻　賢二
課長補佐
家畜
大分市②

河村　恭道
課長補佐

農作物・畑作物・無人ヘリ
大分市③

藤本　　学
課長補佐（獣医師）
家畜診療
―

矢野　貴士
収穫共済課　係長

果樹
佐伯（青山、上堅田、下堅田）・蒲江

秋吉　智広
収穫共済課　主任
麦・畑作物

千歳・臼杵（臼杵）

豊東　奈津美
資産共済課　主事
建物引受

三重（新田・白山）

阿部　雄太
資産共済課　主事

家畜引受
佐伯（鶴岡・八幡・西上浦）

江藤　大介
課長補佐

園芸施設・任意
由布市

松田　笙子
収穫共済課　主事
畑作物・麦
野津（野津）

山本　大貴
収獲共済課　主事

果樹
臼杵（中臼杵、南津留）・野津（戸上）

田尻　賀昭
収穫共済課　嘱託
損害防止事業・収穫業務

清川

安部　水姫
主事

農作物・畑作物
由布市

石川　雅彦
出張所長
出張所総括
由布市

高野　　誠
資産共済課　課長補佐

園芸施設
犬飼

河野　式部
総務・収入保険課　嘱託

収入保険
野津（田野）

猪下　貴志
資産共済課　係長
家畜引受

佐伯（木立・塩屋）

秦　　敦靖
資産共済課　係長
建物引受

大野（東部・北部・中部一部）

安部　啓介
係長

農作物・畑作物・無人ヘリ
由布市

杉本　　陽
主事

家畜・広報
大分市②

重光　秀信
係長

農作物・畑作物・一般損防・広報
大分市①

伊藤　正治
資産共済課　審査役
建物事故・農機具

朝地

佐藤　英見
資産共済課　課長補佐
家畜病傷事故
荻（柏原）

豊田　光輝
資産共済課　主任
園芸施設

大野（西部・南部・中部一部）

千原　秀美
資産共済課　課長補佐
園芸施設・任意
玖珠・北山田

小田　恵司
資産共済課　主任
園芸施設・任意・広報
飯田・南山田

田中　正憲
資産共済課　課長補佐

家畜
三津江・大山

梅木　聖治
資産共済課　係長
任意・園芸施設

天瀬

小城　拓司
資産共済課　係長
家畜・広報
東飯田・野上

南
部
支
所

☎
０
９
７
４
・
２
２
・
３
３
３
０

松田　迪香
主事

園芸施設・任意
大分市③

髙倉　慶一
課長補佐

農作物・畑作物・一般損防
大分市①

沓冠　修三
支所長
支所総括

臼杵（上・下北、下ノ江、佐志生）

辛嶋　昭徳
資産共済課　審査役

家畜
由布市

三笘　昭憲
資産共済課　課長補佐
任意・園芸施設
日田①

横井　雄也
資産共済課　主事

家畜
三津江・大山

糸永　　翔
資産共済課　主任

家畜
玖珠・北山田

久々宮　徳寿
総務・収入保険課長

全般
久住（久住）

右田　智幸
総務・収入保険課　課長補佐
庶務・経理・広報・収入保険
三重（百枝、南部）

吉隆　和博
収穫共済課長
全般

緒方（長谷川、上緒方）

小野　廣明
収穫共済課　課長補佐
水稲引受
緒方（本庁２）

阿部　元治
収穫共済課　課長補佐
水稲損害評価

直川

佐藤　健児
資産共済課長
全般

野津（川登）

黒木　昌暁
資産共済課　係長
園芸施設
宇目

☎
０
９
７
・
５
７
６
・
７
４
６
１

中
西
部
支
所

大
分
出
張
所

曲　　敏光
資産共済課　嘱託
任意引受

三重（菅尾・西部・東部）

※ 中西部支所　大分出張所の
 地区の詳細は下記の通りです。
大分市①… 東部・中部・西部・今市・

稙田・東稙田・加来
大分市②… 大分・滝尾・戸次・判田・

竹中・吉野
大分市③… 鶴崎・高田・松岡・川添・

坂ノ市・丹生・佐賀関
日田①…日田・三芳・東有田・西有田
日田②…三花・小野・光岡・朝日
日田③…高瀬・五和・夜明・大鶴
三津江…前津江・中津江・上津江
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副
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兼  

総
務
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長  

兼  

経
営
企
画
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長
）

渡
辺　
　

晋 

（
本
所　

監
査
室　

室
長
）

安
藤　

貴
徳 

（
東
部
支
所　

資
産
共
済
課　

課
長
）

田
尻　

賀
昭 

（
南
部
支
所　

支
所
長
）

西
山　

哲
彰 

（
南
部
支
所　

資
産
共
済
課　

課
長
）

羽
田
野
弘
樹 

（
南
部
支
所　

竹
田
出
張
所　

審
査
役
）

糸
永
由
美
子 

（
北
部
支
所　

資
産
共
済
課　

審
査
役
）

※ 

な
お
、
穴
井 

浩
史
、
安
藤 

貴
徳
、
田
尻 

賀
昭
、
西
山 

哲
彰
は

 

嘱
託
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
を
も
っ
て
退
職
し
た
職
員

※地区名は担当地区です。

原田　武則
係長

家畜死廃事故
竹田（明治・岡本・豊岡・片ケ瀬）

神田　弘樹
課長補佐

建物引受・園芸施設
久住（都野）

河野　平良
収穫共済課　係長
果樹・畑作物
八幡・糸口

山本　達郎
収穫共済課　主事
農作物全般
麻生・横山

立脇　泰志
収穫共済課　係長

果樹
三光・本耶馬渓

佐藤　大介
総務・収入保険課　主事
収入保険

安心院・佐田１（東）

阿部　文哉
収穫共済課　主事
農作物全般

南院内・高並・両川

嶋末　昌也
資産共済課　係長

任意
四日市・長峰

福島　裕志
収穫共済課　課長補佐
農作物全般
三光

川越　雄志
係長
園芸施設
久住（白丹）

川谷　正一
収穫共済課　参事付課長

全般
南院内・高並・両川

藤本　房丸
収穫共済課長
全般

大江・豊田・鶴居

坂口　純一
総務・収入保険課　課長補佐
庶務・広報・情報処理システム運用
北馬城・宇佐

中澤　祐樹
係長

建物事故・農機具
竹田（宮城）

西島　稔之
資産共済課　課長補佐
園芸施設

三保・和田・今津

河野　　剛
課長補佐（獣医師）
家畜診療
―

池田　友哉
主事

農作物・畑作物
竹田（城原）

佐藤　　武
嘱託

診療所等業務・家畜業務
直入（下竹田）

衛藤　　誠
課長補佐（獣医師）
家畜診療
―

鶴成　顕大
資産共済課　主事

家畜
真玉・香々地

小川　格生
資産共済課　主幹

全般
小楠・如水・大幡

赤峰　浩之
資産共済課　課長補佐

任意
和間・封戸

鶴岡　剣治
収穫共済課　課長補佐
畑作物・損防

西馬城・柳ヶ浦・長洲

乙部　勝美
支所長
支所総括
―

井石　和則
資産共済課長
全般
山国

中本　健太郎
資産共済課　係長

家畜
深見

片山　正治
資産共済課　主査

任意
豊川・駅館

香園　信也
資産共済課　主任

家畜
耶馬溪

北
部
支
所

☎
０
９
７
８
・
３
２
・
１
３
０
７

西山　哲彰
資産共済課　嘱託
家畜死廃事故

竹田（玉来・松本・菅生）

甲斐　秀一
出張所長
出張所総括

直入（長湯）・久住（都野一部）

村上　浩治
審査役
家畜引受

竹田（入田・嫗岳・宮砥）

高橋　孝一郎
主幹

農作物引受・畑作物
荻（荻）

橋迫　　武
課長補佐

農作物評価・畑作物
弥生・本匠

後藤　龍典
課長補佐
家畜病傷事故

緒方（小富士・本庁１）

甲斐　　光
主事
家畜引受
野津（南野津）

東　　　豊
次長　兼　総務・収入保険課長

全般
玉津・美和・水崎・東、西都甲・呉崎

中嶋　博明
収穫共済課　課長補佐
農作物全般
院内・東院内

落合　克嗣
収穫共済課　課長補佐
農作物全般
高家・天津

高原　和成
資産共済課　課長補佐
家畜全般・損防

高田・来縄・河内・田染東、西・草地

南
部
支
所

竹
田
出
張
所

☎
０
９
７
４
・
６
３
・
２
８
２
５

松田　昭司
資産共済課　主幹
園芸施設・任意全般
津房・佐田２（西）



0809

Public Relations Magazine  2021NOSAI OITA

※地区名は担当地区です。

三ヶ尻　賢二
課長補佐
家畜
大分市②

河村　恭道
課長補佐

農作物・畑作物・無人ヘリ
大分市③

藤本　　学
課長補佐（獣医師）
家畜診療
―

矢野　貴士
収穫共済課　係長

果樹
佐伯（青山、上堅田、下堅田）・蒲江

秋吉　智広
収穫共済課　主任
麦・畑作物

千歳・臼杵（臼杵）

豊東　奈津美
資産共済課　主事
建物引受

三重（新田・白山）

阿部　雄太
資産共済課　主事
家畜引受

佐伯（鶴岡・八幡・西上浦）

江藤　大介
課長補佐

園芸施設・任意
由布市

松田　笙子
収穫共済課　主事
畑作物・麦
野津（野津）

山本　大貴
収獲共済課　主事

果樹
臼杵（中臼杵、南津留）・野津（戸上）

田尻　賀昭
収穫共済課　嘱託
損害防止事業・収穫業務

清川

安部　水姫
主事

農作物・畑作物
由布市

石川　雅彦
出張所長
出張所総括
由布市

高野　　誠
資産共済課　課長補佐
園芸施設
犬飼

河野　式部
総務・収入保険課　嘱託

収入保険
野津（田野）

猪下　貴志
資産共済課　係長
家畜引受

佐伯（木立・塩屋）

秦　　敦靖
資産共済課　係長
建物引受

大野（東部・北部・中部一部）

安部　啓介
係長

農作物・畑作物・無人ヘリ
由布市

杉本　　陽
主事

家畜・広報
大分市②

重光　秀信
係長

農作物・畑作物・一般損防・広報
大分市①

伊藤　正治
資産共済課　審査役
建物事故・農機具

朝地

佐藤　英見
資産共済課　課長補佐
家畜病傷事故
荻（柏原）

豊田　光輝
資産共済課　主任
園芸施設

大野（西部・南部・中部一部）

千原　秀美
資産共済課　課長補佐
園芸施設・任意
玖珠・北山田

小田　恵司
資産共済課　主任
園芸施設・任意・広報
飯田・南山田

田中　正憲
資産共済課　課長補佐

家畜
三津江・大山

梅木　聖治
資産共済課　係長
任意・園芸施設

天瀬

小城　拓司
資産共済課　係長
家畜・広報
東飯田・野上

南
部
支
所

☎
０
９
７
４
・
２
２
・
３
３
３
０

松田　迪香
主事

園芸施設・任意
大分市③

髙倉　慶一
課長補佐

農作物・畑作物・一般損防
大分市①

沓冠　修三
支所長
支所総括

臼杵（上・下北、下ノ江、佐志生）

辛嶋　昭徳
資産共済課　審査役

家畜
由布市

三笘　昭憲
資産共済課　課長補佐
任意・園芸施設
日田①

横井　雄也
資産共済課　主事

家畜
三津江・大山

糸永　　翔
資産共済課　主任

家畜
玖珠・北山田

久々宮　徳寿
総務・収入保険課長

全般
久住（久住）

右田　智幸
総務・収入保険課　課長補佐
庶務・経理・広報・収入保険
三重（百枝、南部）

吉隆　和博
収穫共済課長
全般

緒方（長谷川、上緒方）

小野　廣明
収穫共済課　課長補佐
水稲引受
緒方（本庁２）

阿部　元治
収穫共済課　課長補佐
水稲損害評価
直川

佐藤　健児
資産共済課長
全般

野津（川登）

黒木　昌暁
資産共済課　係長
園芸施設
宇目

☎
０
９
７
・
５
７
６
・
７
４
６
１

中
西
部
支
所

大
分
出
張
所

曲　　敏光
資産共済課　嘱託
任意引受

三重（菅尾・西部・東部）

※ 中西部支所　大分出張所の
 地区の詳細は下記の通りです。
大分市①… 東部・中部・西部・今市・

稙田・東稙田・加来
大分市②… 大分・滝尾・戸次・判田・

竹中・吉野
大分市③… 鶴崎・高田・松岡・川添・

坂ノ市・丹生・佐賀関
日田①…日田・三芳・東有田・西有田
日田②…三花・小野・光岡・朝日
日田③…高瀬・五和・夜明・大鶴
三津江…前津江・中津江・上津江
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資
産
共
済
課　

課
長
）

羽
田
野
弘
樹 

（
南
部
支
所　

竹
田
出
張
所　

審
査
役
）

糸
永
由
美
子 

（
北
部
支
所　

資
産
共
済
課　

審
査
役
）

※ 

な
お
、
穴
井 

浩
史
、
安
藤 

貴
徳
、
田
尻 

賀
昭
、
西
山 

哲
彰
は

 

嘱
託
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
を
も
っ
て
退
職
し
た
職
員
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● 

農
機
具
共
済

今
年
に
入
り
、
県
内
の
固
定
電
話
に
「
市
役
所
　
介
護
保
険
課
」
や
「
市

役
所
　
市
民
課
」
を
名
乗
る
犯
人
か
ら
、「
介
護
保
険
料
の
還
付
金
が
あ
る
」

な
ど
と
い
う
不
審
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
す
で
に
５
件
（
合
計
約
３
４
０
万
円
）
の
被
害
が
発
生
。
被
害
者

は
す
べ
て
「
60
歳
代
」
の
方
々
で
す
。

犯
人
は
、
保
険
料
や
医
療
費
の
還
付
金
を
名
目
と
し
て

「
還
付
金
の
請
求
期
限
が
先
月
で
し
た
が
、
通
知
が
届
い

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
？
」

「
今
日
中
な
ら
手
続
き
が
間
に
合
い
ま
す
」

「
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ら
、
す
ぐ
に
受
け
取
り
が
で
き
ま
す
」

な
ど
と
言
っ
て
、
被
害
者
を
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導
し
携
帯
電

話
で
会
話
し
な
が
ら
、Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
指
示
し
、
現
金
を
振
り
込
ま
せ
ま
す
。

● 

安
全
安
心
地
域
づ
く
り

組
合
員
宅
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
騙
っ
て
、個
人
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
し
た
不
審
電
話
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

不
審
な
電
話
を
受
け
た
場
合
は
、す
ぐ
に
電
話
を
切
り
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
確
認
を
す
る
か
、家
族
や
警
察
に

相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

10

安全
安心

地域づくり
Safe & Secure

大
分
県
警
察
本
部

生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

大
熊  

建
国  

室
長

お
お
く
ま
　
た
て
く
に

犯
人
の
手
口
は
？

お
金
絡
み
の
電
話
は
詐
欺
を
疑
い
ま
し
ょ
う
！

電
話
を
切
っ
て
、
家
族
や
警
察
に
相
談
を
！

注意！還付金詐欺！

　
令
和
３
年
度
か
ら
農
機
具
共
済
加
入
者
を
対
象
に
、
免
許
取
得
費
用
の

補
助
を
行
い
ま
す
。 ※
受
付
時
期
、
方
法
は
広
報
紙
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

● 

対
象
免
許

大
型
特
殊
免
許
（
農
耕
用
に
限
る
、
を
含
む
）

け
ん
引
免
許
（
農
耕
用
に
限
る
、
を
含
む
）

● 

補
助
費
用

実
費
（
た
だ
し
１
人
１
万
円
を
上
限
と
す
る
）

１
経
営
体
に
つ
き
１
名

大
型
特
殊
免
許
等
の
運
転
免
許
取
得
費
用
の

一
部
補
助
を
開
始
し
ま
す

見
直
そ
う
！ 

農
業
機
械
作
業
の
安
全
対
策

　
全
国
的
に
農
業
機
械
作
業
中
の
死
亡
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。死
亡
事
故
率
の
高
い

乗
用
型
の
機
械
を
使
用
す
る
際
は
、特
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

① 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
よ
う

 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
こ
と
で
、死
亡
事
故
の
発
生
を
大
幅
に
軽
減
で
き
ま
す
。

② 

灯
火
器
の
設
置
を
忘
れ
ず
に

作
業
機
を
付
け
た
状
態
で
の
公
道
走
行
は
灯
火
器
の
設
置
が
必
要
で
す
。再
度
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

③ 

安
全
フ
レ
ー
ム
で
安
全
性
ア
ッ
プ

安
全
フ
レ
ー
ム
・
キ
ャ
ブ
を
装
着
す
る
こ
と
で
、
転
倒
時
の
死
亡
事
故
の
危
険
性
を

下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
不
測
の
事
故
に
備
え

て
農
機
具
共
済
に
加
入

し
ま
し
ょ
う

　
詳
し
く
は
お
近
く
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
騙
っ
た
不
審
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

＋
保健師さんの

健康アドバイス

● 

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア

 

　
筋
肉
は
、
古
い
も
の
が
壊
さ
れ
る
「
分
解
」
と
、
新
し
い
も
の
が
つ

く
ら
れ
る
「
合
成
」
が
常
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
加
齢

や
運
動
不
足
、
栄
養
不
足
な
ど
が
続
く
と
、
筋
肉
の
分
解
が
合
成
を
上

回
り
、
筋
肉
の
量
や
質
が
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態

を
「
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
」
と
い
い
ま
す
。

 

　
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
に
な
る
と
、
握
力
の
低
下
や
歩
く
速
度
が
遅
く
な
っ
た

り
し
ま
す
。
ま
た
、
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
機
能
が
低
下
し
、
転
倒
や

骨
折
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

 

　
筋
肉
量
が
減
る
と
ち
ょ
っ
と
動
い
た
だ
け
で
疲
れ
や
す
く
な
っ
て
、
外

出
や
運
動
を
避
け
る
よ
う
に
な
り
が
ち
で

す
。
そ
う
す
る
と
、
体
を
動
か
さ
な
く
な

る
の
で
、
食
欲
が
低
下
し
て
十
分
な
食
事

を
と
れ
ず
に
低
栄
養
に
な
り
ま
す
。
低
栄

養
に
な
る
と
筋
肉
の
材
料
と
な
る
た
ん
ぱ

く
質
が
不
足
す
る
た
め
、
ま
す
ま
す
筋
肉

量
が
減
っ
て
し
ま
い
、
悪
循
環
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。

● 

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

 

　
ふ
く
ら
は
ぎ
の
一
番
太
い
部
分
に
、
両
手

の
親
指
と
人
差
し
指
を
合
わ
せ
る
よ
う
に

し
て
輪
を
作
り
ま
す
。
輪
よ
り
ふ
く
ら
は

ぎ
が
細
く
な
れ
ば
細
く
な
る
ほ
ど
、
サ
ル

コ
ペ
ニ
ア
の
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

● 

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
の
予
防

 

体
を
動
か
す

 

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
プ
ー
ル
で
の
歩
行
な
ど
の
有
酸
素
運
動

や
ス
ク
ワ
ッ
ト
な
ど
の
筋
ト
レ
を
自
身
の
体
力
に
合
わ
せ
て

無
理
せ
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

 

　
運
動
を
行
う
の
が
難
し
い
方
は
、
家
事
な
ど
日
常
生
活
の

中
で
で
き
る
だ
け
体
を
動
か
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

 

筋
肉
の
材
料
と
な
る

 

た
ん
ぱ
く
質
を
し
っ
か
り
と
る

 

　
た
ん
ぱ
く
質
の
１
食
の
適
量
は
、
肉
や
魚
で
あ
れ
ば
片
手

の
手
の
ひ
ら
に
乗
る
サ
イ
ズ
で
、
厚
さ
は
手
の
厚
み
が
目
安

と
な
り
ま
す
。
肉
や
魚
の
主
菜
を
１
日
に
２
回
、
そ
の
ほ
か

に
、
チ
ー
ズ
や
牛
乳
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の
乳
製
品
、
豆
腐

や
納
豆
な
ど
の
大
豆
製
品
、
卵
な
ど
を
加
え
る
こ
と
で
、
た

ん
ぱ
く
質
を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

　
ま
た
、
た
ん
ぱ
く
質
は
、
魚
や
き
の
こ
類
な
ど
に
多
く
含

ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
と
一
緒
に
と
る
こ
と
で
、
効
率
的
に
筋

肉
量
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
※

腎
臓
病
の
あ
る
方
は
、
た
ん
ぱ
く
質
の
摂
取
量
の
制
限
が

必
要
な
場
合
が
あ
る
た
め
、
必
ず
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

筋
肉
が
衰
え
る
と 

〜
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
を
予
防
し
よ
う
〜

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ルス
感
染
症
の

影
響
で
、外
出
を
控
え
る
高
齢
者

が
増
え
て
お
り
、運
動
不
足
に
よ
る

筋
肉
量
の
減
少
、筋
力
の
低
下
が

問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

筋
肉
は
、い
く
つ
に
なって
も
、鍛

え
れ
ば
強
く
な
る
こ
と
が
わ
かって

い
ま
す
。サ
ルコ
ペニ
ア
を
予
防
し

て
、健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活

を
送
り
ま
し
ょ
う
。

日
田
市
医
師
会
立

日
田
検
診
セ
ン
タ
ー

　
　
　
保
健
師
　
渡
辺 

綾
子

囲めない ちょうど囲める

サルコペニアの可能性低 高

隙間ができる

● 

保
健
師
さ
ん
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

Public Relations Magazine  2021NOSAI OITA

11



● 

農
機
具
共
済

今
年
に
入
り
、
県
内
の
固
定
電
話
に
「
市
役
所
　
介
護
保
険
課
」
や
「
市

役
所
　
市
民
課
」
を
名
乗
る
犯
人
か
ら
、「
介
護
保
険
料
の
還
付
金
が
あ
る
」

な
ど
と
い
う
不
審
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
す
で
に
５
件
（
合
計
約
３
４
０
万
円
）
の
被
害
が
発
生
。
被
害
者

は
す
べ
て
「
60
歳
代
」
の
方
々
で
す
。

犯
人
は
、
保
険
料
や
医
療
費
の
還
付
金
を
名
目
と
し
て

「
還
付
金
の
請
求
期
限
が
先
月
で
し
た
が
、
通
知
が
届
い

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
？
」

「
今
日
中
な
ら
手
続
き
が
間
に
合
い
ま
す
」

「
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ら
、
す
ぐ
に
受
け
取
り
が
で
き
ま
す
」

な
ど
と
言
っ
て
、
被
害
者
を
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導
し
携
帯
電

話
で
会
話
し
な
が
ら
、Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
指
示
し
、
現
金
を
振
り
込
ま
せ
ま
す
。

● 

安
全
安
心
地
域
づ
く
り

組
合
員
宅
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
騙
っ
て
、個
人
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
し
た
不
審
電
話
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

不
審
な
電
話
を
受
け
た
場
合
は
、す
ぐ
に
電
話
を
切
り
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
確
認
を
す
る
か
、家
族
や
警
察
に

相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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大
分
県
警
察
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部

生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

大
熊  

建
国  

室
長

お
お
く
ま
　
た
て
く
に

犯
人
の
手
口
は
？

お
金
絡
み
の
電
話
は
詐
欺
を
疑
い
ま
し
ょ
う
！

電
話
を
切
っ
て
、
家
族
や
警
察
に
相
談
を
！

注意！還付金詐欺！

　
令
和
３
年
度
か
ら
農
機
具
共
済
加
入
者
を
対
象
に
、
免
許
取
得
費
用
の

補
助
を
行
い
ま
す
。 ※

受
付
時
期
、
方
法
は
広
報
紙
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

● 

対
象
免
許

大
型
特
殊
免
許
（
農
耕
用
に
限
る
、
を
含
む
）

け
ん
引
免
許
（
農
耕
用
に
限
る
、
を
含
む
）

● 

補
助
費
用

実
費
（
た
だ
し
１
人
１
万
円
を
上
限
と
す
る
）

１
経
営
体
に
つ
き
１
名

大
型
特
殊
免
許
等
の
運
転
免
許
取
得
費
用
の

一
部
補
助
を
開
始
し
ま
す

見
直
そ
う
！ 

農
業
機
械
作
業
の
安
全
対
策

　
全
国
的
に
農
業
機
械
作
業
中
の
死
亡
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。死
亡
事
故
率
の
高
い

乗
用
型
の
機
械
を
使
用
す
る
際
は
、特
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

① 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
よ
う

 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
こ
と
で
、死
亡
事
故
の
発
生
を
大
幅
に
軽
減
で
き
ま
す
。

② 

灯
火
器
の
設
置
を
忘
れ
ず
に

作
業
機
を
付
け
た
状
態
で
の
公
道
走
行
は
灯
火
器
の
設
置
が
必
要
で
す
。再
度
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

③ 

安
全
フ
レ
ー
ム
で
安
全
性
ア
ッ
プ

安
全
フ
レ
ー
ム
・
キ
ャ
ブ
を
装
着
す
る
こ
と
で
、
転
倒
時
の
死
亡
事
故
の
危
険
性
を

下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
不
測
の
事
故
に
備
え

て
農
機
具
共
済
に
加
入

し
ま
し
ょ
う

　
詳
し
く
は
お
近
く
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
騙
っ
た
不
審
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

＋
保健師さんの

健康アドバイス

● 

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア

 

　
筋
肉
は
、
古
い
も
の
が
壊
さ
れ
る
「
分
解
」
と
、
新
し
い
も
の
が
つ

く
ら
れ
る
「
合
成
」
が
常
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
加
齢

や
運
動
不
足
、
栄
養
不
足
な
ど
が
続
く
と
、
筋
肉
の
分
解
が
合
成
を
上

回
り
、
筋
肉
の
量
や
質
が
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態

を
「
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
」
と
い
い
ま
す
。

 

　
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
に
な
る
と
、
握
力
の
低
下
や
歩
く
速
度
が
遅
く
な
っ
た

り
し
ま
す
。
ま
た
、
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
機
能
が
低
下
し
、
転
倒
や

骨
折
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

 

　
筋
肉
量
が
減
る
と
ち
ょ
っ
と
動
い
た
だ
け
で
疲
れ
や
す
く
な
っ
て
、
外

出
や
運
動
を
避
け
る
よ
う
に
な
り
が
ち
で

す
。
そ
う
す
る
と
、
体
を
動
か
さ
な
く
な

る
の
で
、
食
欲
が
低
下
し
て
十
分
な
食
事

を
と
れ
ず
に
低
栄
養
に
な
り
ま
す
。
低
栄

養
に
な
る
と
筋
肉
の
材
料
と
な
る
た
ん
ぱ

く
質
が
不
足
す
る
た
め
、
ま
す
ま
す
筋
肉

量
が
減
っ
て
し
ま
い
、
悪
循
環
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。

● 

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

 

　
ふ
く
ら
は
ぎ
の
一
番
太
い
部
分
に
、
両
手

の
親
指
と
人
差
し
指
を
合
わ
せ
る
よ
う
に

し
て
輪
を
作
り
ま
す
。
輪
よ
り
ふ
く
ら
は

ぎ
が
細
く
な
れ
ば
細
く
な
る
ほ
ど
、
サ
ル

コ
ペ
ニ
ア
の
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

● 

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
の
予
防

 

体
を
動
か
す

 

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
プ
ー
ル
で
の
歩
行
な
ど
の
有
酸
素
運
動

や
ス
ク
ワ
ッ
ト
な
ど
の
筋
ト
レ
を
自
身
の
体
力
に
合
わ
せ
て

無
理
せ
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

 

　
運
動
を
行
う
の
が
難
し
い
方
は
、
家
事
な
ど
日
常
生
活
の

中
で
で
き
る
だ
け
体
を
動
か
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

 

筋
肉
の
材
料
と
な
る

 

た
ん
ぱ
く
質
を
し
っ
か
り
と
る

 

　
た
ん
ぱ
く
質
の
１
食
の
適
量
は
、
肉
や
魚
で
あ
れ
ば
片
手

の
手
の
ひ
ら
に
乗
る
サ
イ
ズ
で
、
厚
さ
は
手
の
厚
み
が
目
安

と
な
り
ま
す
。
肉
や
魚
の
主
菜
を
１
日
に
２
回
、
そ
の
ほ
か

に
、
チ
ー
ズ
や
牛
乳
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の
乳
製
品
、
豆
腐

や
納
豆
な
ど
の
大
豆
製
品
、
卵
な
ど
を
加
え
る
こ
と
で
、
た

ん
ぱ
く
質
を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

　
ま
た
、
た
ん
ぱ
く
質
は
、
魚
や
き
の
こ
類
な
ど
に
多
く
含

ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
と
一
緒
に
と
る
こ
と
で
、
効
率
的
に
筋

肉
量
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
※

腎
臓
病
の
あ
る
方
は
、
た
ん
ぱ
く
質
の
摂
取
量
の
制
限
が

必
要
な
場
合
が
あ
る
た
め
、
必
ず
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

筋
肉
が
衰
え
る
と 

〜
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
を
予
防
し
よ
う
〜

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ルス
感
染
症
の

影
響
で
、外
出
を
控
え
る
高
齢
者

が
増
え
て
お
り
、運
動
不
足
に
よ
る

筋
肉
量
の
減
少
、筋
力
の
低
下
が

問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

筋
肉
は
、い
く
つ
に
なって
も
、鍛

え
れ
ば
強
く
な
る
こ
と
が
わ
かって

い
ま
す
。サ
ルコ
ペニ
ア
を
予
防
し

て
、健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活

を
送
り
ま
し
ょ
う
。

日
田
市
医
師
会
立

日
田
検
診
セ
ン
タ
ー

　
　
　
保
健
師
　
渡
辺 

綾
子

囲めない ちょうど囲める

サルコペニアの可能性低 高

隙間ができる

● 

保
健
師
さ
ん
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
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新
鮮
な『
ぷ
く
ぷ
く
い
ち
ご
』を

味
わ
っ
て
ほ
し
い

５
つ
の
品
種
を
栽
培

　「
採
れ
た
て
の
新
鮮
な
『
ぷ
く
ぷ
く
い
ち
ご
』
を
多
く

の
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
す
の
は
、
豊
後

大
野
市
三
重
町
の
観
光
農
園
『
あ
っ
き
ら
き
ら
農
園
』

で
園
長
を
務
め
て
い
る
赤
嶺
正
義
さ
ん
（
42
）。
イ
チ

ゴ
狩
り
体
験
や
直
売
所
、
併
設
さ
れ
た
カ
フ
ェ
「Berry 

Farm
er’

s Kitchen

」
が
人
気
を
呼
ん
で
い
て
、
来
客

数
は
多
い
時
に
は
１
日
５
０
０
人
を
超
え
る
ほ
ど
の
盛
況

ぶ
り
で
す
。
60
ア
ー
ル
ほ
ど
の
面
積
に
、
さ
が
ほ
の
か
、

か
お
り
野
、
ベ
リ
ー
ツ
、
か
ん
な
ひ
め
、
恋
み
の
り
の

５
品
種
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
化
し
た

自
慢
の
『
ぷ
く
ぷ
く
い
ち
ご
』

　『
ぷ
く
ぷ
く
い
ち
ご
』
と
は
、
高
濃
度
酸
素
濃
縮
装
置

で
酸
素
濃
度
を
高
め
た
水
を
使
用
し
て
栽
培
し
た
も
の

を
当
農
園
が
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
も
の
で
、「
葉
が
大
き
く

育
ち
、
病
気
に
な
り
に
く
く
な
り
ま
し
た
」
と
赤
嶺
さ
ん

は
話
し
ま
す
。
酸
素
濃
度
を
高
め
た
水
を
使
用
す
る
こ

と
で
成
長
が
促
進
さ
れ
、
高
糖
度
で
高
品
質
の
い
ち
ご
が

で
き
る
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
加
温
期
間
の
短
縮
に
も
つ

な
が
り
、
経
費
削
減
の
効
果
も
期
待
で
き
る
そ
う
で
す
。

感
染
症
対
策
を
万
全
に

　
２
０
２
０
年
１
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
あ
っ
き
ら
き
ら
農

園
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
昨
年
の
３
月

頃
か
ら
客
足
が
途
絶
え
、「
こ
の
先
ど
う
し
よ
う
か
と

思
っ
た
」
と
赤
嶺
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。
現

在
は
、
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
検
温
や
消
毒
用
ア
ル

コ
ー
ル
の
設
置
、
客
席
や
ト
イ
レ
の
オ
ゾ
ン
殺
菌
、
次

亜
塩
素
酸
水
に
よ
る
消
毒
を
実
施
す
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

目
指
す
は
地
域
の
観
光
農
園
化

　「
地
域
活
性
化
の
た
め
に
も
、
ほ
か
の
農
業
者
に
も

観
光
農
園
を
や
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
赤
嶺
さ
ん
。

現
在
は
育
苗
ハ
ウ
ス
の
一
部
を
改
良
し
、
テ
ナ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
市
内
の
飲
食
店
に
貸
し
出
す
こ
と
も
考

え
て
い
て
、「
豊
後
大
野
市
が
観
光
農
園
地
帯
に
な
っ
た

ら
い
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

豊後大野市三重町
あっきらきら農園
豊後大野市三重町小坂1968番地
いちご狩りの電話予約は
TEL.090‒5933‒1515

いちご狩りは時間無制限食べ放題
おとな1,700円、小学生1,100円、
幼児600円、２歳以下無料
定休日／火曜日（この他にいちごの生育
状況により休業する場合があります）

営業時間・10：00～17：00
最終受付・16：00まで

園
主
　
赤
嶺 

正
義
さ
ん
（
42
）

〈
豊
後
大
野
市
三
重
町
〉

あ
っ
き
ら
き
ら
農
園

代
表
　
秋
山 

大
輔
さ
ん
（
29
）

〈
日
田
市
〉

株
式
会
社
ア
グ
リ
ー
フ
ル

　「
う
ち
の
味
噌
の
主
な
材
料
は
愛
情
で
す
」

と
笑
顔
で
話
す
の
は
、
杵
築
市
山
香
町
の
竹

林
洋
子
さ
ん
（
山
香
み
そ
加
工
グ
ル
ー
プ
代

表
）。
山
香
産
の
米
、
大
豆
を
使
用
す
る
こ
と

に
こ
だ
わ
っ
た
手
作
り
味
噌
の
加
工
、
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
約
40
年
前
か
ら
J
A
女
性
部
の
活
動
の
一
環

と
し
て
作
っ
て
い
た
手
作
り
味
噌
。
製
法
が
改

良
を
重
ね
つ
つ
代
々
受
け
継
が
れ
、
今
で
は
全

国
に
そ
の
お
い
し
さ
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
若
い
人
に
も
っ
と
味
噌
を
食
べ
て

欲
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
自
宅
で
食
べ
て
い

る
米
を
使
っ
て
自
分
の
味
噌
を
作
っ
て
も
ら

え
る
サ
ー
ビ
ス
や
味
噌
作
り
体
験
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
地
域
の
営
農
組
合
で
組
合
長
を
務
め
る
木

崎
正
昭
さ
ん
は
米
・
麦
・
大
豆
を
耕
作
し
て

い
ま
す
。

　
１０
年
程
前
か
ら
、
農
業
の
か
た
わ
ら
竹
細

工
を
楽
し
ん
で
お
り
、
市
内
の
竹
細
工
教
室

に
通
い
な
が
ら
月
に
２
〜
３
個
の
竹
籠
な
ど
を

作
成
し
ま
す
。

　「
竹
を
編
ん
で
い
る
時
は
時
間
を
忘
れ
集
中

出
来
て
面
白
い
で
す
」
と
木
崎
さ
ん
。
自
宅

の
近
く
で
は
竹
が
沢
山
と
れ
る
の
で
材
料
は

自
分
で
切
り
出
し
に
行
く
そ
う
で
す
。

　
手
先
が
器
用
で
自
宅
の
手
す
り
や
棚
な
ど

も
自
作
し
て
い
ま
す
。

味
噌
で
感
じ
る
母
の
愛

〈
Ｊ
Ａ
お
お
い
た
東
部
事
業
部
〉

山
香
み
そ
加
工
グ
ル
ー
プ

　
日
田
市
で
施
設
ハ
ウ
ス
30
ア
ー

ル
、
露
地
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
ス
イ

カ
、
白
菜
、
カ
ボ
チ
ャ
を
中
心
に

栽
培
す
る
株
式
会
社
ア
グ
リ
ー
フ

ル
代
表
取
締
役
の
秋
山
大
輔
さ
ん

（
29
）
は
、
イ
チ
ゴ
の
新
規
就
農

者
を
紹
介
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
見

て
、
自
分
も
農
業
を
や
り
た
い
と

の
思
い
か
ら
、
地
元
の
ス
イ
カ
農

家
に
弟
子
入
り
し
農
業
経
営
を
学

び
、そ
の
２
年
後
独
立
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
高
品
質
栽
培
に
特
化

し
た
ス
イ
カ
栽
培
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
達
を
集
め
た
「
天
領
ス
イ
カ

部
会
」
の
部
会
長
を
務
め
て
お
り

日
々
研
究
に
没
頭
し
て
い
ま
す
。

　「
僕
自
身
も
新
規
就
農
者
か
ら

農
業
を
始
め
ま
し
た
が
、
新
規
就

農
し
て
３
年
を
超
え
る
ま
で
に
途

中
で
投
げ
出
す
人
も
多
い
。
若
い

人
が
も
っ
と
こ
の
業
界
に
入
っ
て

来
や
す
い
環
境
や
続
け
ら
れ
る
仕

組
み
を
作
り
た
い
で
す
。」
と
話

す
秋
山
さ
ん
。
夢
の
一
つ
は
天
領

ス
イ
カ
部
会
で
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ス

ク
ー
ル
を
創
設
す
る
こ
と
で
す
。

　「
ス
ク
ー
ル
で
は
、
栽
培
技
術

や
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
は
も
ち
ろ
ん
、

経
験
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
き

た
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

こ
の
先
の
農
業
を

農
業
の
か
た
わ
ら
竹
細
工

〈
中
津
市
三
光
〉

木
崎 

正
昭
さ
ん（
76
）

共
済
部
長
23
年
目

  

き   

さ
き    

ま
さ  

あ
き

13

（
右
）園
長
の
赤
嶺
さ
ん（
写
真
左
）と
従
業
員
の
皆
さ
ん
。

（
右
下
）時
間
無
制
限
食
べ
放
題
で
い
ち
ご
狩
り
が
で
き
ま
す
。

（
下
）園
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
ぷ
く
ぷ
く
い
ち
ご
。

竹籠を編む木崎さん 山香みそ加工グループの皆さん

スイカの様子を確認する秋山さん
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※ 定休日、営業時間については
 各店舗にお問い合わせください。

お
お
い
た
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
県
内
の
元
気
な
農
業
者
を
紹
介

人気の「生いちごパフェ」。
大粒なイチゴがゴロゴロ
入っていて大満足！

12

あ
か 

み
ね   

ま
さ  

よ
し

あ
き 

や
ま    

だ
い 

す
け



新
鮮
な『
ぷ
く
ぷ
く
い
ち
ご
』を

味
わ
っ
て
ほ
し
い

５
つ
の
品
種
を
栽
培

　「
採
れ
た
て
の
新
鮮
な
『
ぷ
く
ぷ
く
い
ち
ご
』
を
多
く

の
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
す
の
は
、
豊
後

大
野
市
三
重
町
の
観
光
農
園
『
あ
っ
き
ら
き
ら
農
園
』

で
園
長
を
務
め
て
い
る
赤
嶺
正
義
さ
ん
（
42
）。
イ
チ

ゴ
狩
り
体
験
や
直
売
所
、
併
設
さ
れ
た
カ
フ
ェ
「Berry 

Farm
er’

s Kitchen

」
が
人
気
を
呼
ん
で
い
て
、
来
客

数
は
多
い
時
に
は
１
日
５
０
０
人
を
超
え
る
ほ
ど
の
盛
況

ぶ
り
で
す
。
60
ア
ー
ル
ほ
ど
の
面
積
に
、
さ
が
ほ
の
か
、

か
お
り
野
、
ベ
リ
ー
ツ
、
か
ん
な
ひ
め
、
恋
み
の
り
の

５
品
種
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
化
し
た

自
慢
の
『
ぷ
く
ぷ
く
い
ち
ご
』

　『
ぷ
く
ぷ
く
い
ち
ご
』
と
は
、
高
濃
度
酸
素
濃
縮
装
置

で
酸
素
濃
度
を
高
め
た
水
を
使
用
し
て
栽
培
し
た
も
の

を
当
農
園
が
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
も
の
で
、「
葉
が
大
き
く

育
ち
、
病
気
に
な
り
に
く
く
な
り
ま
し
た
」
と
赤
嶺
さ
ん

は
話
し
ま
す
。
酸
素
濃
度
を
高
め
た
水
を
使
用
す
る
こ

と
で
成
長
が
促
進
さ
れ
、
高
糖
度
で
高
品
質
の
い
ち
ご
が

で
き
る
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
加
温
期
間
の
短
縮
に
も
つ

な
が
り
、
経
費
削
減
の
効
果
も
期
待
で
き
る
そ
う
で
す
。

感
染
症
対
策
を
万
全
に

　
２
０
２
０
年
１
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
あ
っ
き
ら
き
ら
農

園
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
昨
年
の
３
月

頃
か
ら
客
足
が
途
絶
え
、「
こ
の
先
ど
う
し
よ
う
か
と

思
っ
た
」
と
赤
嶺
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。
現

在
は
、
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
検
温
や
消
毒
用
ア
ル

コ
ー
ル
の
設
置
、
客
席
や
ト
イ
レ
の
オ
ゾ
ン
殺
菌
、
次

亜
塩
素
酸
水
に
よ
る
消
毒
を
実
施
す
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

目
指
す
は
地
域
の
観
光
農
園
化

　「
地
域
活
性
化
の
た
め
に
も
、
ほ
か
の
農
業
者
に
も

観
光
農
園
を
や
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
赤
嶺
さ
ん
。

現
在
は
育
苗
ハ
ウ
ス
の
一
部
を
改
良
し
、
テ
ナ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
市
内
の
飲
食
店
に
貸
し
出
す
こ
と
も
考

え
て
い
て
、「
豊
後
大
野
市
が
観
光
農
園
地
帯
に
な
っ
た

ら
い
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

豊後大野市三重町
あっきらきら農園
豊後大野市三重町小坂1968番地
いちご狩りの電話予約は
TEL.090‒5933‒1515

いちご狩りは時間無制限食べ放題
おとな1,700円、小学生1,100円、
幼児600円、２歳以下無料
定休日／火曜日（この他にいちごの生育
状況により休業する場合があります）

営業時間・10：00～17：00
最終受付・16：00まで

園
主
　
赤
嶺 

正
義
さ
ん
（
42
）

〈
豊
後
大
野
市
三
重
町
〉

あ
っ
き
ら
き
ら
農
園

代
表
　
秋
山 

大
輔
さ
ん
（
29
）

〈
日
田
市
〉

株
式
会
社
ア
グ
リ
ー
フ
ル

　「
う
ち
の
味
噌
の
主
な
材
料
は
愛
情
で
す
」

と
笑
顔
で
話
す
の
は
、
杵
築
市
山
香
町
の
竹

林
洋
子
さ
ん
（
山
香
み
そ
加
工
グ
ル
ー
プ
代

表
）。
山
香
産
の
米
、
大
豆
を
使
用
す
る
こ
と

に
こ
だ
わ
っ
た
手
作
り
味
噌
の
加
工
、
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
約
40
年
前
か
ら
J
A
女
性
部
の
活
動
の
一
環

と
し
て
作
っ
て
い
た
手
作
り
味
噌
。
製
法
が
改

良
を
重
ね
つ
つ
代
々
受
け
継
が
れ
、
今
で
は
全

国
に
そ
の
お
い
し
さ
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
若
い
人
に
も
っ
と
味
噌
を
食
べ
て

欲
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
自
宅
で
食
べ
て
い

る
米
を
使
っ
て
自
分
の
味
噌
を
作
っ
て
も
ら

え
る
サ
ー
ビ
ス
や
味
噌
作
り
体
験
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
地
域
の
営
農
組
合
で
組
合
長
を
務
め
る
木

崎
正
昭
さ
ん
は
米
・
麦
・
大
豆
を
耕
作
し
て

い
ま
す
。

　
１０
年
程
前
か
ら
、
農
業
の
か
た
わ
ら
竹
細

工
を
楽
し
ん
で
お
り
、
市
内
の
竹
細
工
教
室

に
通
い
な
が
ら
月
に
２
〜
３
個
の
竹
籠
な
ど
を

作
成
し
ま
す
。

　「
竹
を
編
ん
で
い
る
時
は
時
間
を
忘
れ
集
中

出
来
て
面
白
い
で
す
」
と
木
崎
さ
ん
。
自
宅

の
近
く
で
は
竹
が
沢
山
と
れ
る
の
で
材
料
は

自
分
で
切
り
出
し
に
行
く
そ
う
で
す
。

　
手
先
が
器
用
で
自
宅
の
手
す
り
や
棚
な
ど

も
自
作
し
て
い
ま
す
。

味
噌
で
感
じ
る
母
の
愛

〈
Ｊ
Ａ
お
お
い
た
東
部
事
業
部
〉

山
香
み
そ
加
工
グ
ル
ー
プ

　
日
田
市
で
施
設
ハ
ウ
ス
30
ア
ー

ル
、
露
地
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
ス
イ

カ
、
白
菜
、
カ
ボ
チ
ャ
を
中
心
に

栽
培
す
る
株
式
会
社
ア
グ
リ
ー
フ

ル
代
表
取
締
役
の
秋
山
大
輔
さ
ん

（
29
）
は
、
イ
チ
ゴ
の
新
規
就
農

者
を
紹
介
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
見

て
、
自
分
も
農
業
を
や
り
た
い
と

の
思
い
か
ら
、
地
元
の
ス
イ
カ
農

家
に
弟
子
入
り
し
農
業
経
営
を
学

び
、そ
の
２
年
後
独
立
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
高
品
質
栽
培
に
特
化

し
た
ス
イ
カ
栽
培
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
達
を
集
め
た
「
天
領
ス
イ
カ

部
会
」
の
部
会
長
を
務
め
て
お
り

日
々
研
究
に
没
頭
し
て
い
ま
す
。

　「
僕
自
身
も
新
規
就
農
者
か
ら

農
業
を
始
め
ま
し
た
が
、
新
規
就

農
し
て
３
年
を
超
え
る
ま
で
に
途

中
で
投
げ
出
す
人
も
多
い
。
若
い

人
が
も
っ
と
こ
の
業
界
に
入
っ
て

来
や
す
い
環
境
や
続
け
ら
れ
る
仕

組
み
を
作
り
た
い
で
す
。」
と
話

す
秋
山
さ
ん
。
夢
の
一
つ
は
天
領

ス
イ
カ
部
会
で
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ス

ク
ー
ル
を
創
設
す
る
こ
と
で
す
。

　「
ス
ク
ー
ル
で
は
、
栽
培
技
術

や
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
は
も
ち
ろ
ん
、

経
験
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
き

た
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

こ
の
先
の
農
業
を

農
業
の
か
た
わ
ら
竹
細
工

〈
中
津
市
三
光
〉

木
崎 

正
昭
さ
ん（
76
）

共
済
部
長
23
年
目

  

き   

さ
き    

ま
さ  

あ
き

13

（
右
）園
長
の
赤
嶺
さ
ん（
写
真
左
）と
従
業
員
の
皆
さ
ん
。

（
右
下
）時
間
無
制
限
食
べ
放
題
で
い
ち
ご
狩
り
が
で
き
ま
す
。

（
下
）園
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
ぷ
く
ぷ
く
い
ち
ご
。

竹籠を編む木崎さん 山香みそ加工グループの皆さん

スイカの様子を確認する秋山さん
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※ 定休日、営業時間については
 各店舗にお問い合わせください。

お
お
い
た
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
県
内
の
元
気
な
農
業
者
を
紹
介

人気の「生いちごパフェ」。
大粒なイチゴがゴロゴロ
入っていて大満足！
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● 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

幅広い世代に大人気

大分市廻栖野945
TEL.090‐2855‐3785
定休日／毎週火曜日・水曜日
営業時間／ ９：00～16：00

パン工房エトワル

予約３カ月待ち？ 先代から引き継ぐ味。

木付や
先代の菊池製菓からの味を引き継ぎ、昨年12月に直売所

をオープンした「木付や」さん。
このお店の一番のおすすめは「きつきシャリ羊羹」（税込 

1,188円）。シャリシャリとした食感を楽しみながら、上品な
甘さが追いかけてくるような味わいです。

他にも、フレンチシェフとコラボした「フレンチあん食
ぱん」は三か月待ちの大人気商品であり、どら焼きなども
非常に人気の商品です。

杵築産の農産物を多く使用しており、材料にこだわり抜
いた商品たちが店頭に並べられています。

是非一度寄ってみてください。

国道442号から側道に入り、車で５分程の場所に
店を構える「パン工房エトワル」。平成30年２月の開
店以来、幅広い年齢層の方々が連日訪れています。

そんな人気店を切り盛りするのが渡辺直也（なお
や）さん（33）です。

「いろんな人たちが口にするものだからこだわっ
ていきたい。」「日々の食卓に並ぶ、おいしいパンを
作り、食事として寄り添っていきたい。」

小麦をはじめ、主な材料は国産のものにこだわっ
ています。

私のおすすめは安納芋のデニッシュ。お芋の甘さ
が引き立った一品です。

是非ともお立ち寄りください。

おすすめスポット

いっちみちょくれ！

※定休日、営業時間については各店舗にお問い合わせください。

大分県杵築市大字南杵築2914
TEL.0978-63-5552
定休日／毎週日曜日
営業時間／ 10：00～16：00

東部支所
総務・収入保険課

河野 正幸
こう     の まさ    ゆき

● 九州乳業

● 大分県立
    看護科学大 ● 園田神社

七瀬川

● 来応寺

442

442

● 
みどりの王国

● ローソン

パン工房エトワル

中西部支所  大分出張所

松田 迪香
 まつ      だ  みち    か

食感が
たまりません

ごはんや
おやつに
ぴったり

木付や

●

杵築高校

杵築IC

● 杵築小

杵築城 ●
● 
杵築
郵便局

● 
宗近
中学校

213

杵築大橋

錦江橋

644
49
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佐藤 雄亮 さん（35）
さ とう  ゆうすけ

ほう   よ  のうじょう

● さとう花卉農園
● 豊後高田市来縄
● 経営規模

　スイートピー・

　ホオズキ　16ａ

DATA

● 

プ
レ
ゼ
ン
ト

【 問題 】
ＮＯＳＡＩおおいたは、令和３年度ウンカ対策と
して、トリフルメゾピリム成分を含む○○○○の
購入経費を一部補助します。

○ ○ ○ ○
※ヒントは、５ページ

国東半島に位置する大分県杵築の豊予農場でつ
くられた温室栽培、不知火「温デコ」をおいしい
ジュースに仕上げました。

ひとつひとつ想いを込めた自家農園の「温デコ」
をしぼった、甘さと酸味が調和したやさしい味の農
家のジュースです。

応募締め切り 

2021年６月６日（日）（消印有効）

豊予農場：大分県杵築市大字相原495-18
TEL.0978-63-0788

《応募方法》ハガキまたはＥメールに下記の①～⑤を記入
いただきお申し込みください。当選者は発送をもって発表に
かえさせていただきます。
①クイズの答え
②感想や１番よかった記事、NOSAIへの質問や要望
③郵便番号、住所　　④氏名、年齢　　⑤電話番号

《ハガキのお送り先》
〒870-0822
大分市大道町3丁目1番1号
大分県農業共済組合広報係

● 第34号（11月号）クイズ　正解は「見込み単収」
● 第35号（１月号）クイズ　正解は「３月１日」
　正解者の中からそれぞれ抽選で５名の方にプレゼントをお贈りしました。

《Eメールのお送り先》
kirari@nosai-oita.jp

スマホからも応募できます！

き
ら
り
び
と

今
月
の

　

 

表
紙

15

● 

今
月
の
表
紙

「
昔
か
ら
花
や
植
物
が
好
き

で
こ
の
仕
事
を
始
め
ま
し
た
」

と
話
す
の
は
佐
藤
雄
亮
さ
ん

（
35
）。
豊
後
高
田
市
来
縄
の

ハ
ウ
ス
で
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
や

ホ
オ
ズ
キ
を
栽
培
す
る
。

「
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
の
収
穫
は

ほ
と
ん
ど
終
わ
り
で
す
。
こ

れ
か
ら
ホ
オ
ズ
キ
の
準
備
の

時
期
で
す
ね
」
と
話
す
佐
藤

さ
ん
。
以
前
は
メ
ー
カ
ー
に

勤
務
し
て
お
り
、
夢
だ
っ
た

農
業
を
始
め
よ
う
と
決
心
。

４
年
前
か
ら
農
業
大
学
校
に

通
い
、
勉
強
、
研
修
を
経
て
、

昨
年
４
月
か
ら
栽
培
を
開
始

し
た
と
い
う
。

「
昨
年
初
め
て
の
収
穫
を
迎

え
、
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に

す
る
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
」

と
佐
藤
さ
ん
。「
将
来
的
に
は

法
人
を
作
っ
て
地
域
に
貢
献

し
た
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で

話
し
た
。

クイズdeプレゼント！

まるしぼり  温デコ  ジュース
抽選で５名様にプレゼント！
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河野 正幸
こう     の まさ    ゆき

● 九州乳業

● 大分県立
    看護科学大 ● 園田神社

七瀬川

● 来応寺

442

442

● 
みどりの王国

● ローソン

パン工房エトワル

中西部支所  大分出張所

松田 迪香
 まつ      だ  みち    か

食感が
たまりません

ごはんや
おやつに
ぴったり

木付や

●

杵築高校

杵築IC

● 杵築小

杵築城 ●
● 
杵築
郵便局

● 
宗近
中学校

213

杵築大橋

錦江橋

644
49
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佐藤 雄亮 さん（35）
さ とう  ゆうすけ

ほう   よ  のうじょう

● さとう花卉農園
● 豊後高田市来縄
● 経営規模

　スイートピー・

　ホオズキ　16ａ

DATA

● 

プ
レ
ゼ
ン
ト

【 問題 】
ＮＯＳＡＩおおいたは、令和３年度ウンカ対策と
して、トリフルメゾピリム成分を含む○○○○の
購入経費を一部補助します。

○ ○ ○ ○
※ヒントは、５ページ

国東半島に位置する大分県杵築の豊予農場でつ
くられた温室栽培、不知火「温デコ」をおいしい
ジュースに仕上げました。

ひとつひとつ想いを込めた自家農園の「温デコ」
をしぼった、甘さと酸味が調和したやさしい味の農
家のジュースです。

応募締め切り 

2021年６月６日（日）（消印有効）

豊予農場：大分県杵築市大字相原495-18
TEL.0978-63-0788

《応募方法》ハガキまたはＥメールに下記の①～⑤を記入
いただきお申し込みください。当選者は発送をもって発表に
かえさせていただきます。
①クイズの答え
②感想や１番よかった記事、NOSAIへの質問や要望
③郵便番号、住所　　④氏名、年齢　　⑤電話番号

《ハガキのお送り先》
〒870-0822
大分市大道町3丁目1番1号
大分県農業共済組合広報係

● 第34号（11月号）クイズ　正解は「見込み単収」
● 第35号（１月号）クイズ　正解は「３月１日」
　正解者の中からそれぞれ抽選で５名の方にプレゼントをお贈りしました。

《Eメールのお送り先》
kirari@nosai-oita.jp

スマホからも応募できます！

き
ら
り
び
と

今
月
の

　

 

表
紙

15

● 

今
月
の
表
紙

「
昔
か
ら
花
や
植
物
が
好
き

で
こ
の
仕
事
を
始
め
ま
し
た
」

と
話
す
の
は
佐
藤
雄
亮
さ
ん

（
35
）。
豊
後
高
田
市
来
縄
の

ハ
ウ
ス
で
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
や

ホ
オ
ズ
キ
を
栽
培
す
る
。

「
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
の
収
穫
は

ほ
と
ん
ど
終
わ
り
で
す
。
こ

れ
か
ら
ホ
オ
ズ
キ
の
準
備
の

時
期
で
す
ね
」
と
話
す
佐
藤

さ
ん
。
以
前
は
メ
ー
カ
ー
に

勤
務
し
て
お
り
、
夢
だ
っ
た

農
業
を
始
め
よ
う
と
決
心
。

４
年
前
か
ら
農
業
大
学
校
に

通
い
、
勉
強
、
研
修
を
経
て
、

昨
年
４
月
か
ら
栽
培
を
開
始

し
た
と
い
う
。

「
昨
年
初
め
て
の
収
穫
を
迎

え
、
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に

す
る
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
」

と
佐
藤
さ
ん
。「
将
来
的
に
は

法
人
を
作
っ
て
地
域
に
貢
献

し
た
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で

話
し
た
。

クイズdeプレゼント！

まるしぼり  温デコ  ジュース
抽選で５名様にプレゼント！
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東 部 支 所  TEL.０９７８‐６３‐４４６６
中西部支所  TEL.０９７３‐７２‐３４０９
大分出張所  TEL.０９７‐５７６‐７４６１

南 部 支 所  TEL.０９７４‐２２‐３３３０
竹田出張所  TEL.０９７４‐６３‐２８２５
北 部 支 所  TEL.０９７８‐３２‐１３０７

年度が替わり、NOSAIでも新
たに５人の新任を迎え農家の皆
様のサポートをさせていただき
ます。今年度から園芸施設共済
はさらに補償内容が拡充され、
ハウスの標準単価が引き上げら
れました。見直しの際は、お気軽
にNOSAIにご相談ください。

「NOSAI」への
ご意見・ご要望を

お寄せください

編 集 後 記

hp@nosai-oita.jp

はじめまして、この度ＮＯＳＡＩ職員と
なりました梅田理菜です。岐阜県の
山の中で育ちました。祖母が牛を飼っ
ていたきっかけで牛が好きになり、大
学では畜産を専攻していました。農業
全体のことをもっと勉強し、皆様に信
頼していただける職員になれるよう努
力していきたいと思いますので、よろ
しくお願いいたします。

梅田 理菜
東部支所・資産共済課

うめ　 た　      り      な

初めまして。この度新規採用となりま
した塩手美穂と申します。由布市出身で
趣味は県内のおいしいご飯屋さんを巡
ることです。農業についてはわからない
ことばかりですが、皆様が安心して農業
に取り組める環境づくりのお手伝いが
できるよう日々 勉強していきます。

農家の皆様に寄り添える職員となれ
るよう明るく元気に努めてまいりますの
で、これからよろしくお願いします。

塩手 美穂
中西部支所・収穫共済課

しお　 て　     み       ほ

阿部 雄太
南部支所・資産共済課

あ　   べ　    ゆう     た

安部 水姫
中西部支所・大分出張所

あ　   べ　   みず      き

山本 達郎
北部支所・収穫共済課

やま   もと　   たつ   ろう

岐
阜
県
育
ち

で
す
！

趣
味
は

ご
飯
屋
さ
ん
巡
り
！

農
家
の
方
々
が

安
心
で
き
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
！

草
野
球
を

続
け
て
い
ま
す
！

精
一
杯

頑
張
り
ま
す
！

4月からNOSAI 職員となりました阿
部雄太です。私は小学校から高校ま
で野球部に所属し、現在も草野球を
続けています。野球で培った人間力で
何事も前向きに取り組んでいきたいと
思っています。

大分県農業を支える皆様とのコミュ
ニケーションを大切にし、信頼される
職員となれるよう誠心誠意頑張ります
のでこれからよろしくお願いします。

安部水姫と申します。玖珠町出身
で家業が畜産農家です。

経 営 努力を無 駄 にしない制 度を
知ってもらい、不可抗力により廃業せ
ざるをえない農家さんが減ったり、新
しい農家さんが安心して農業に取り組
んでいけるお手伝いができるよう精一
杯頑張ります。よろしくお願いします。

この度、NOSAI 職員となりました山
本達郎です。玖珠町出身で今年で27
歳になります。

私は幼い頃から、祖父母の家で畑
作・稲作・牛の繁殖農家の手伝いを
しており、農業の大変さを知っており
ます。知識はまだありませんが農家の
方々が安心して農業ができるように明
るく元気に頑張りますのでよろしくお
願いします。

新
任
職
員
紹
介

農
家
の
皆
さ
ま

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す


